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― テオドール・シュトルムの『今と昔』への考察 ― 
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Von Jenseits der Erinnerungen 




 本稿は 19 世紀ドイツリアリズム期を代表する作家のひとりであるテオドール・シュトル













は「少し揺れはするが(Es schaukelt nur ein wenig.)、最も安全な(der sicherste)」最後尾の車両だっ
た。 
 













－  59  －
大学教育研究紀要　第 10 号 （2014） 59-68


























































[...]Dort neben dem Ofen aber, wohin bei Tagesabschied zuerst die Schatten fielen, befand sich ein 
kleineres Bild, dem selbst die heiteren Augen des Großmütterchens nicht gern begegneten, wenn sie 
um solche Zeit allein das abgelegene Festgemach betreten mußte. Die jugendliche Frauengestalt in der 
düstern Kammer schien wie unbewußt vom Schlafe auf das Ruhebett hingeworfen; der Kopf mit dem 
zurückfallenden Haar hängt tief herab. Auf ihrer Brust huckt der Nachtmahr mit großen, rauhen 
Fledermausflügeln. Sie vermag kein Glied zu rühren; vielleicht geht ein Stöhnen aus ihrem geöffneten 
Munde; hülflos in der Einsamkeit der Nacht ist sie ihm preisgegeben. Nur durch den Vorhang sieht 
der wildblickende Kopf eines Rappen, der ihn hieher hat tragen müssen, der selbst nicht von der Stelle 
kann. ― Zwar dem Großmütterchen war dergleichen niemals widerfahren; aber des Bräutigams 
Schwester hatte erzählt, wie einmal von ihrem Nachttisch solch Unwesen im Traum ihr auf die Brust 
gesprungen sei; [...] (6)  
                                                 
 『夢魔』をめぐっての言及がなされているこのくだりで注目すべきことは時制の混在である。
すなわち、最初から「投げ出されたかのようだった( [...] schien.....hingeworfen)」までが過去形、そ










び起こされてソファーに投げ出されたかのようだった(Die jugendliche Frauengestalt in der düstern 
Kammer schien wie unbewußt vom Schlafe auf das Ruhebett hingeworfen.)」という文に過去形が用いら
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 1820 年 9 月、祖母の夫ジーモン・ヴォルトセンがこの世を去る。享年 65 歳だった。翌年シュ
トルム一家は祖母ひとりが残された家に移り住むことになる。シュトルムが 3 歳のころである。
久保田　聡












   年老いた祖母は突然口を閉ざした。承服させられる悲しみの表情が彼女の愛らしい顔に浮
かんだ。「ああ、お前」、やっと口を開いて彼女は言った、「私の頭がいかれちまったんだ
よ。もう充分長く生きてきたからねえ」。 
























ちに駆り立てられる([...] daß das Leid oder die Leere der Gegenwart uns antreibt, zu den Zeichen einer 
reicheren Vergangenheit zu flüchten.)」のが＜私＞の心境であるならば、それはまさしく祖母の心境
と一致する。それは失われたものへの哀惜の念であり、古き良き時代を懐かしむ想いである。
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＜私＞は祖母の過去をたどりつつ故郷フーズムの過去に想いを馳せる。 
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  会合で賑わう曾祖父の家の隣人達の描写の中にも港が現れる。 
 







   町のはるか向こう、前方にある横町の家々の低い屋根越しに視界が開けた方向、緑の陸地と
隣の島との間に、太陽の光を浴びて沖合の停泊地が広がっていた。きらめく光の中、一艘の
大きな船のマストが聳えているのがかろうじて見て取ることができた。それは幸運な航海か



















シュトルムの作品からの引用は Sämtliche Werke in vier Bänden, Hrsg. von Peter Goldammer, 
Aufbau-Verlag, Berlin, 8. Auflage 1995. による。以下 SW と略記して巻数と頁数のみを示す。 
 
(1) SW. Bd.4, S.422. 
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    （原詩は http://www.pinselpark.org/literatur/r/rueckert/poem/p_esging.html から引用） 
 
 ところで、「成り行き任せで３等車での私の旅につき合うことになった（[...]ließen es darauf 
ankommen, in meiner Gesellschaft dritter Klasse zu fahren.）」２人の女友達が周囲の冷たい視線を浴
びることになる。その様子を見て＜私＞は、かつて同じようにある女性が３等車を利用したこと
によって体面を重んずる将校からの助けを得られず敬遠されたという話を思い浮かべるのだが、






(2) SW. Bd.4, S.424. 












(4) SW. Bd.4, S.435. 
(5) 原典注釈によればこの『夢魔』は 1781 年制作ということであるが(SW.Bd.4, S.687.)、フュー
スリは 1790 年にもうひとつのヴァージョンの『夢魔』を制作している(Paula Schwerdfeger : Johann 
Heinrich Füsslis "Nachtmahr", 02.10.2012. を参照、URL は下記の通り）。 
http://blog.staedelmuseum.de/kunst-der-moderne/bild-des-monats-johann-heinrich-fusslis- 
nachtmahr 
(6) SW. Bd.4, S.436. 
(7) SW. Bd.4, S.442. 









(9) SW. Bd.4, S.443. 
(10) Ebd. 
(11)シュトルムの祖母マグダレーナは 1854 年 7 月 11 日に 87 歳の生涯を閉じている。当時にして
は非常な長寿だったと言える。 
(12) SW. Bd.4, S.453. 
(13) SW. Bd.4, S.448f. 
(14) SW. Bd.4, S.447. 
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 ちなみに、入り口の上に掲げられた格言詩は以下の通り(SW.Bd.4, S.687)。 
Hier ist Gotteshaus! Tritt ein, ／ Andachtsvoll doch mußt du sein! 
（ここは神の家！ 入りなさい／けれどもお前は敬虔でなければならない！） 
 確かに「忌まわしい」と言わざるを得ない代物である。 
(15) SW. Bd.4, S.437. 
(16) Gerd Eversberg : Theodor Storm in Husum ─ Ein Rundgang auf den Spuren des Dichters ─, S.4. 




り壊されてしまいましたよ」と説明するくだりである(SW. Bd.2, S.251.)。 
(17) SW. Bd.4, S.447f. 
(18) SW. Bd.4, S.429. 
(19) SW. Bd.4, S.440. 
(20) SW. Bd.4, S.442. 
(21) SW. Bd.4, S.451. 
(22) 「この瞬間、これを書き記している窓辺からハンブルクの皮剥場が見渡せたことは私には不
思議なくらい慰めとなった。その皮剥場は緑の木々の向こうから赤茶色の煉瓦の屋根をのぞかせ
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